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１．はじめに

地震は１日のうちどの時間帯にも同じ割合で起こっていると考えられている（宇津（１９９９））。他方、有感地震に
１日周期を認めた報告はいくつかあり、ほとんどの例で夜間に多い。また、日本の各地方における地震の日変化につい
て報告がなされてきている。本研究は、日本付近で１９２３年から２００５年６月までに発生したマグニチュード４以
上の地震について、二項分布で判定した結果、「１８－６時」の夜の時間帯における地震が、「６－１８時」の昼の時間
帯の地震より多く発生しており、日本付近の地震に日周期の存在することが考えられることを報告する。

２．分析方法
（１）対象地域を、日本とその付近の海域とし、以下の境界線で囲まれた区域とする。北緯２７度から北緯４６度の

間で、西側境界に関して、北緯２７度から北緯３２度までは東経１２６度を境界線とし、北緯３２度から北緯４６度ま
では、（３２ N、１２６ E）→（３２ N、１２７ E)→（３３ N、１２７ E）→（３３ N、１２８ N）・・と階段状に境界線
を引く。また東側境界は東経１５１度を境界線とする。
（２）気象庁の地震年報等の震源カタログから、１９２３年から２００５年６月までに、対象域内で発生したマグニ

チュード４以上の地震を抽出し、０時台から２３時台までの発生時刻別に発生地震数を集計する。
（３）各時刻に発生した地震のうち、１日を二等分した半日毎で、最大の差となる時間について、二項分布を仮定し、
統計的優位性を判定する。
（４）上記の判定結果につき、１０年毎、２０年毎の変化、緯度経度各１度のグリッド毎の分布、深さ層別、マグニ

チュードの大きさ別に調べ妥当性を検討する。

３．結果
（１）M４以上の「１８－６時」の夜の時間帯に発生した地震数は１９，７８６個、「６－１８時」の昼の時間帯に発
生した地震数は１９，１１０個であり、二項分布を仮定すると、標準変数３．４３となり、「１８－６時」の時間帯の地
震が、「６－１８時」の地震より多いと判断される。
（２）以下の分析で、時間、場所、深さ、M によらず同様の結果を示していることから、「１８－６時」の時間帯に

「６－１８時」の時間帯より地震が多く発生すると結論することは妥当と思われる。
　� M ４以上の地震について、１９２３年から、１０年毎（最終サイクルは残り年数）の集計をとると、「１８－６

時」の夜の時間帯の方が、「６－１８時」の昼の時間帯より地震数が多いのは、９期間中の７期間となり、２０年毎（最
終サイクルは残り年数）の集計をとると、５期間中の全てとなる。、
　�対象区域内を緯度経度各１度のグリッド毎に見ると、M４以上の地震数について、「１８-６時」の時間帯の方が、

「６－１８時」の時間帯より多いグリッドが、１４２個、同数のグリッドが１６個、少ないグリッドが１０９個、地震の
発生していないグリッドが１０３個となり、二項分布による判定で、９７．５％の信頼度で、「１８－６時」の時間帯に
M ４以上の地震が多いグリッドが多いといえる。
　�深さ層別では、深さ３０ｋｍ未満では、「１８－６時」の時間帯で、８，３０３個、「６－１８時」の時間帯で８,

０３１個（標準変数２．１３）、深さ３０ｋｍ以上１５０ｋｍ未満では　　、「１８－６時」で１０,０３２個、「６－１
８時」で９，６７９個（標準変数２．５１）、深さ１５０ｋｍ以上では、「１８－６時」で１，４３５個、「６－１８時」
で１，３８３個となる。各深さの層でM ４以上の地震が「１８－６時」に多い。
　�M 以上別で見ると、M ５以上では、「１８－６時」で４,３０６個、「６－１８時」で４，２０４個となり、M ６

以上では、「１８－６時」で６００個、「６－１８時」で５７３個となり、M７以上では、「１８－６時」で５４個、「６－
１８時」で４９個となる。M４以上のみならず、M５以上、M６以上、M７以上でも、「１８－６時」の時間帯に「６－
１８時」の時間帯より地震数が多い。

４．まとめ
　以上の結果を総合して考えるならば、日本及びその付近の海域における M ４以上の地震は、「１８－６時」の夜の

時間帯の方が、「６-１８時」の昼の時間帯より多く発生しており、日周期が存在することが考えられる。


